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「青年将軍・慶大升の夢と現実　
〜12世紀高麗王朝史における位置づけ〜」
  中野 耕太(中村元記念館東洋思想文化研究所)

「松江百景」展示解説
photographer　ninjin

-内容-
　1170年の庚寅の乱で権力を握った鄭仲夫（チョン・ジュンブ/てい・ちゅ
うふ）は、1179年に26歳の青年将軍・慶大升（キョン・デスン/けい・だい
しょう）によって殺害された。慶大升はその後、高麗王朝内の実力者となる
が、1183年に30歳の若さで急死する。
　本発表は、慶大升の抱いた夢と現実のずれを手がかりに、12世紀高麗王
朝における慶大升の政治史的位置について考察する。

［場所］中村元記念館
［参加費］500円（今年度東方学院松江校の会員は400円）［定員］20名
［お申込み先］
  〒690-1404 松江市八束町波入2060番地　
　　中村元記念館    ☏ 0852-76-9593
 ※お申込みは準備の都合上、9月20日(木)までにお願いいたします。
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